
『
一
朝
随
露
壼
唯
有
夜
松
聲
』
こ
の
一
喝
は
中
国
陳
代
の
僧
慧
榿

（
大
正
蔵
経
に
は
智
榿
と
あ
る
が
、
慧
榿
の
誤
と
す
る
説
も
あ
り
、
富
貴

原
博
士
は
こ
れ
に
従
わ
れ
た
）
の
辞
世
中
の
一
偶
で
あ
る
が
、
唯
識
の
境

を
表
す
も
の
と
し
て
富
貴
原
草
信
博
士
は
好
ん
で
用
い
ら
れ
、
生
前
の
講

義
の
中
で
幾
度
か
こ
れ
を
聴
い
た
。
い
わ
ば
十
八
番
の
一
つ
で
あ
っ
た
と

言
え
よ
↑
フ
。

一
朝
露
に
随
っ
て
器
く
れ
ば
ｌ
唯

唯
だ
夜
に
松
盤
あ
る
の
み
ｌ
識

と
ノ
ー
ト
の
欄
外
に
記
入
し
て
あ
る
。

故
富
貴
原
章
信
博
士
（
以
下
「
先
師
」
と
呼
ば
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と

し
た
い
）
は
、
昭
和
十
七
年
専
門
部
教
授
嘱
託
と
し
て
初
め
て
教
壇
に
立

た
れ
て
か
ら
、
逝
去
直
前
の
昭
和
五
十
年
三
月
迄
の
実
に
三
十
三
年
の
長

き
に
わ
、
た
り
（
そ
の
間
暫
時
の
中
断
な
ど
は
あ
っ
た
が
）
、
大
谷
大
学
の
教

壇
に
立
た
れ
、
仏
教
学
、
と
り
わ
け
法
相
唯
識
学
の
講
義
を
担
当
さ
れ
た

の
で
あ
っ
た
。
小
生
は
こ
の
内
最
晩
年
の
七
年
間
に
指
導
を
受
け
た
の
み

の
、
し
か
も
不
肖
の
弟
子
に
す
ぎ
な
い
が
、
今
回
先
師
の
『
仏
教
学
選
集
』

口
人
と
業
績

先
師
富
貴
原
章
信
博
士
追
慕

乖寺

↑旧

坦
宿
岸
淫
垣

先
師
は
、
明
治
四
十
年
八
月
二
十
一
日
愛
知
県
葉
栗
郡
木
曾
川
町
定
力

寺
に
生
ま
れ
ら
れ
、
昭
和
六
年
大
谷
大
学
を
卒
業
さ
れ
る
や
、
東
本
願
寺

の
命
に
よ
り
、
法
隆
寺
勧
学
院
に
国
内
留
学
さ
れ
、
法
相
唯
識
学
の
碩
学

と
し
て
高
名
で
あ
っ
た
泉
涌
寺
佐
伯
旭
雅
和
上
よ
り
教
を
う
け
て
当
代
性

相
学
の
第
一
人
者
と
躯
わ
れ
、
後
に
学
士
院
会
員
と
も
な
っ
た
佐
伯
定
胤

老
師
に
師
事
し
、
親
し
く
倶
舎
・
唯
識
の
教
理
を
学
ば
れ
、
昭
和
十
八
年

十
一
月
ま
で
の
長
き
に
わ
た
っ
て
研
鑛
を
重
ね
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
十
七
年
四
月
大
谷
大
学
専
門
部
教
授
嘱
託
、
同
十
八
年
四
月
大
谷

専
修
学
院
教
導
、
同
十
九
年
四
月
大
谷
大
学
学
部
教
授
嘱
託
、
同
二
十
三

年
五
月
真
宗
専
門
学
校
（
現
在
の
同
朋
大
学
の
前
身
）
教
授
を
経
て
、
昭

和
二
十
七
年
四
月
よ
り
大
谷
大
学
短
期
大
学
部
教
授
、
同
三
十
七
年
四
月

文
学
部
教
授
と
な
り
、
昭
和
五
十
年
五
月
十
五
日
腹
膜
炎
の
た
め
逝
去

（
享
年
六
十
七
歳
法
名
聡
伽
院
釈
章
信
）
さ
れ
る
ま
で
こ
の
職
に
在
ら

れ
た
の
で
あ
る
。

又
、
こ
の
州
昭
和
二
十
九
年
九
月
よ
り
大
谷
大
学
学
生
部
長
、
昭
和
四

十
五
年
十
二
月
に
は
図
書
館
長
を
そ
れ
ぞ
れ
二
年
間
兼
務
し
て
重
責
を
果

た
さ
れ
た
。

先
師
が
云
何
に
し
て
唯
識
学
に
志
し
、
勧
学
院
で
の
学
問
に
精
進
さ
れ

た
か
の
動
機
等
に
つ
い
て
は
、
横
超
慧
日
氏
が
推
測
さ
れ
て
い
る
が
（
「
富

貴
原
章
信
教
授
と
唯
識
学
」
大
谷
学
報
五
十
五
’
二
）
、
先
師
は
そ
の
一

生
を
唯
識
教
学
、
と
り
わ
け
南
都
伝
統
の
法
相
教
学
の
研
究
に
捧
げ
ら
れ
、

全
三
巻
の
刊
行
が
完
結
し
た
の
を
機
会
に
少
し
く
追
憶
を
綴
っ
て
み
る
こ

と
と
し
た
い
。
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「
日
本
唯
識
思
想
史
』
（
昭
和
十
九
年
五
月
、
大
雅
堂
刊
）
は
、
飛
鳥

時
代
の
仏
教
の
概
観
を
述
べ
、
こ
れ
ら
が
旧
訳
の
仏
教
で
あ
る
こ
と
を
明

か
し
た
上
で
、
中
国
に
お
け
る
所
謂
新
訳
仏
教
の
興
起
、
法
相
宗
の
諸
門

流
、
日
本
伝
来
、
南
北
両
寺
伝
の
形
成
、
大
成
時
代
を
経
て
平
安
中
期
の

衰
微
に
至
る
ま
で
を
、
一
般
史
の
動
向
に
留
意
し
つ
つ
、
法
相
宗
に
の
み

限
定
す
る
こ
と
な
く
唯
識
学
の
系
譜
を
跡
づ
け
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
思
想
的
特
色
を
鮮
明
に
し
、
資
料
典
拠
を
挙
げ
な
が
ら
、
し
か
も
大

局
的
見
地
を
失
わ
ず
叙
述
し
た
名
著
で
あ
る
。

『
日
本
中
世
唯
識
仏
教
史
』
（
昭
和
五
十
年
二
月
、
大
東
出
版
社
刊
）

は
、
「
日
本
唯
識
思
想
史
』
の
続
編
と
な
る
も
の
で
、
平
安
時
代
末
期
か

ら
、
復
興
・
衰
頽
を
繰
り
返
し
つ
つ
、
戦
国
時
代
末
に
至
る
ま
で
の
諸
寺

の
動
向
、
師
資
相
承
の
系
譜
を
詳
細
に
叙
述
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
時
代

の
唯
識
宗
に
あ
っ
て
は
、
特
に
教
理
的
に
目
新
ら
し
い
展
開
が
見
ら
れ
た

の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
自
宗
と
他
宗
と
の
教
理
的
会
通
や
、
唯
識
教
理
の

内
の
重
要
な
る
問
題
に
つ
い
て
の
論
議
が
深
め
ら
れ
て
い
っ
た
時
代
で
も

あ
り
、
ど
の
よ
う
な
問
題
が
論
じ
ら
れ
て
い
た
か
が
詳
細
に
論
述
さ
れ
て

五
十
編
余
の
論
文
を
発
表
し
、
著
書
・
編
書
・
訳
書
等
十
数
種
を
数
え
る
。

著
書
と
し
て
左
の
五
編
を
著
わ
さ
れ
た
。

日
本
唯
識
思
想
史

護
法
宗
唯
識
考

判
比
量
論

賢
聖
義
略
問
答
の
研
究

日
本
中
世
唯
識
仏
教
史

い
る
。今
、
こ
の
二
著
を
通
じ
て
考
え
る
時
、
二
つ
の
こ
と
に
思
い
を
致
す
の

で
あ
る
。
そ
の
一
は
、
日
本
唯
識
宗
の
系
譜
を
た
ど
る
こ
と
が
先
師
畢
生

の
課
題
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
前
著
は
昭
和

十
九
年
、
先
師
三
十
六
歳
、
法
隆
寺
勧
学
院
で
の
研
鎖
の
成
果
を
公
刊
し

た
も
の
と
言
え
よ
う
。
後
者
は
昭
和
五
十
年
、
先
師
六
十
七
歳
、
逝
去
の

年
で
あ
る
。
こ
の
間
一
貫
し
て
こ
の
問
題
を
追
求
し
、
仏
教
関
係
の
資
料

は
言
う
に
及
ば
ず
、
歴
史
資
料
を
も
丹
念
に
渉
猟
し
て
連
綿
と
今
日
に
伝

統
す
る
唯
識
宗
の
流
伝
を
明
す
こ
と
に
注
が
れ
た
先
師
の
熱
意
に
敬
意
を

表
わ
さ
ず
に
お
れ
な
い
も
の
を
感
ず
る
の
は
、
ひ
と
り
小
生
だ
け
で
は
無

い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
二
は
、
歴
史
上
登
場
し
、
先
師
が
そ
の
事
蹟
を
明
ら

か
に
す
る
学
匠
た
ち
の
中
、
名
利
を
離
れ
、
道
心
堅
固
で
あ
っ
た
学
匠
た

ち
へ
の
敬
虚
な
る
思
慕
の
念
で
あ
り
、
唯
識
の
さ
と
り
は
こ
れ
以
外
に
無

い
と
い
う
信
念
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
先
師
こ
そ
ま
さ
し
く
そ
の
よ
う
な
系

譜
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
人
で
あ
っ
た
。

小
生
が
入
学
し
た
こ
ろ
の
成
唯
識
論
の
講
読
に
は
小
島
恵
見
氏
の
編
纂

さ
れ
た
『
新
編
成
唯
識
論
』
を
用
い
て
い
た
が
、
こ
れ
は
本
文
の
み
で
あ

り
、
訓
や
註
の
完
備
し
た
法
隆
寺
本
『
新
導
成
唯
識
論
』
の
使
用
に
つ
い

て
の
要
望
が
た
か
ま
り
、
昭
和
四
十
六
年
に
コ
ピ
ー
に
よ
る
複
製
本
の
作

成
を
法
隆
寺
に
願
い
出
、
許
可
を
戴
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
複
製
本

に
先
師
の
賊
文
を
草
し
て
貰
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
「
法
隆
寺
本
、
成

唯
識
論
は
絶
版
と
な
る
こ
と
、
久
し
か
っ
た
。
こ
の
度
、
法
隆
寺
当
局
の

好
意
に
よ
り
影
印
を
も
っ
て
出
版
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
令
法
久
住
、

真
成
報
仏
恩
の
他
に
な
に
も
な
い
」
と
実
に
簡
潔
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
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『
護
法
宗
唯
識
考
』
（
昭
和
三
十
年
九
月
、
法
蔵
館
刊
）
は
、
唯
識
宗

に
お
い
て
正
義
と
し
て
伝
承
さ
れ
る
護
法
論
師
の
説
を
他
師
の
説
な
ど
と

比
較
検
討
し
つ
つ
明
確
に
し
、
以
っ
て
唯
識
の
教
理
を
閲
明
し
よ
う
と
し

た
も
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
『
成
唯
識
論
』
は
、
唯
識
三
十
頌
に
対
す
る

安
慧
・
難
陀
・
陳
那
・
護
法
・
火
弁
等
十
大
諭
師
の
説
を
玄
美
が
合
し
て

訳
し
た
も
の
で
あ
り
、
文
章
は
簡
潔
で
は
あ
る
が
難
解
で
あ
り
、
こ
の
解

明
は
「
述
記
」
や
、
『
枢
要
』
『
了
義
灯
』
「
演
秘
』
な
ど
所
謂
三
箇
疏
を

は
じ
め
、
多
く
の
論
・
疏
を
援
用
し
、
整
理
し
て
は
じ
め
て
可
能
と
な
る

の
で
あ
る
。
先
師
は
難
解
で
且
つ
繁
墳
な
関
係
を
簡
潔
に
表
現
せ
ん
と
し

て
、
図
を
書
き
、
表
を
用
い
、
科
を
立
て
、
箇
条
と
し
て
対
照
し
従
横
に

説
明
し
て
い
る
。
『
成
唯
識
論
』
の
構
成
に
従
い
、
順
を
追
っ
て
説
明
さ

れ
る
と
こ
ろ
に
は
、
護
法
教
学
と
、
他
の
教
学
、
小
乗
部
派
・
真
諦
系
唯

識
説
・
安
菩
等
諸
論
師
・
般
若
空
観
・
華
厳
思
想
等
と
の
同
異
が
明
瞭
に

示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
て
決
し
て
護
法
宗
義
の
み
を
正
系
と
断
じ

て
い
る
の
で
は
無
く
、
こ
れ
ら
の
同
異
を
明
す
こ
と
を
第
一
義
と
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
本
書
に
は
「
宗
派
的
見
解
を
出
な
い
」

と
か
、
「
独
創
的
見
解
に
乏
し
い
」
と
か
の
批
判
も
無
い
で
は
な
い
が
、

の
令
法
久
住
、
真
成
報
仏
恩
の
語
も
先
師
の
良
く
口
に
さ
れ
た
言
葉
で
あ

っ
た
。
こ
れ
ら
の
精
神
に
支
え
ら
れ
た
学
匠
の
話
に
及
ぶ
と
き
、
先
師
の

眼
は
輝
き
、
話
に
は
熱
が
籠
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。
唯
識
と
は
単
な
る
学

解
で
は
無
く
、
行
道
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
れ
は
ひ
と
え
に
仏
恩
報
謝
と
し

て
あ
ら
わ
れ
る
、
先
師
こ
そ
ま
さ
し
く
そ
れ
で
あ
っ
た
と
言
っ
た
と
し
て

も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

正
鵠
を
得
て
は
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
異
同
を
明
す
こ
と
は
膨
大
な
知
識
の

蓄
積
が
あ
っ
て
始
め
て
良
く
な
し
う
る
業
績
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
本
書

は
学
者
の
研
究
上
の
指
針
と
し
て
比
類
な
き
も
の
と
言
う
今
へ
き
で
あ
ろ
う
（

こ
の
『
護
法
宗
唯
識
考
」
は
先
師
の
博
士
論
文
と
し
て
提
出
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
が
、
博
士
論
文
に
は
未
公
刊
で
あ
る
が
『
成
唯
識
論
述
記
本
文

考
特
に
初
能
変
に
つ
い
て
』
が
副
論
文
と
し
て
附
さ
れ
て
い
る
。
四
百

字
詰
原
稿
用
紙
二
百
八
十
三
枚
の
大
部
な
も
の
で
あ
る
が
、
む
し
ろ
研
究

ノ
ー
ト
的
な
性
格
が
強
く
、
唯
識
の
重
要
な
末
釈
は
勿
論
の
こ
と
、
豊
山

戒
定
、
普
寂
、
法
隆
寺
故
和
上
、
山
口
（
益
氏
）
本
成
業
論
ま
で
広
く
参

照
し
、
述
記
の
理
解
に
努
め
て
い
る
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
義
図
を

立
て
、
科
段
を
整
理
し
、
対
照
を
明
ら
か
に
す
る
方
法
は
『
護
法
宗
唯
識

考
』
に
同
じ
で
あ
る
が
、
法
隆
寺
勧
学
院
伝
統
を
知
る
思
い
が
す
る
。
個

人
的
な
感
懐
を
洩
ら
さ
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
先
師
に
は
珍
ら
し
く
、

若
き
日
の
勧
学
院
時
代
の
出
来
事
を
記
し
た
も
の
と
し
て
「
空
華
抄
」
な

る
文
章
が
あ
る
（
「
法
隆
寺
勧
学
院
同
窓
会
報
」
第
七
号
昭
和
十
一
年
）

が
、
こ
の
中
で
佐
伯
定
胤
老
師
が
煩
墳
な
教
理
内
容
を
整
理
す
る
の
に
義

図
を
口
述
筆
記
さ
せ
る
場
面
が
あ
る
。
「
づ
う
が
少
し
大
き
う
な
る
さ
か

い
な
、
下
の
ほ
う
を
う
ん
と
あ
け
て
ｌ
え
些
初
め
に
…
．
：
次
の
段
は
五

つ
に
分
け
て
、
初
は
１
次
は
１
次
は
ｌ
終
は
ｌ
そ
し
て
初
に
註

を
い
れ
て
、
割
註
や
さ
か
い
二
行
に
か
く
ん
や
ぜ
…
…
え
上
か
そ
う
し
て

ぽ
う
を
六
本
引
く
ん
や
。
上
の
段
の
一
番
初
め
と
、
中
の
段
の
初
め
か
ら

三
番
目
と
結
ぶ
ん
や
…
…
」
。
こ
の
よ
う
な
成
果
を
一
目
瞭
然
示
し
て
も

ら
う
後
学
の
有
難
さ
と
、
先
師
の
遺
徳
を
思
わ
ず
に
は
お
ら
れ
な
い
も
の

が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
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真
宗
に
お
い
て
も
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
夏
安
居
等
に
随
分
と
唯
識

関
係
の
論
題
は
講
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
今
そ
の
講
録
を
見
る
と
講
義

筆
記
の
文
章
が
延
々
と
続
く
の
み
で
、
こ
こ
に
見
る
よ
う
な
整
理
方
法
は

あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
先
師
も
真
宗
を
派
内
で
の
唯
識
研
究
の
伝
統
の
流

れ
の
中
に
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
超
え
た
法
隆
寺
伝
統
教

学
の
先
師
へ
の
影
響
は
小
さ
く
な
か
っ
た
こ
と
が
、
こ
の
一
事
か
ら
も
知

ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

尚
、
こ
の
「
空
華
抄
」
に
は
、
佐
伯
定
胤
老
師
の
講
義
が
十
年
一
日
の

如
く
倦
む
こ
と
無
く
続
け
ら
れ
る
様
が
写
さ
れ
て
い
る
が
、
文
末
に
は

僧
正
の
講
釈
な
が
し
春
の
鐘

の
先
師
の
句
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
先
師
の
意
外
に
泗
脱
な
一
面
が
窺
知

さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
法
隆
寺
勧
学
院
で
の
研
鑛
生
活
は
十
二
年
余
に
及
び
、
先
師
は
、

こ
の
間
、
佐
伯
定
胤
老
師
の
指
導
の
下
、
佐
伯
良
謙
・
田
村
至
道
・
生
桑

完
明
・
西
川
龍
山
師
と
共
に
、
導
註
な
ど
精
到
極
ま
り
な
い
校
訂
を
施
さ

れ
た
『
新
導
成
唯
識
論
』
の
編
纂
に
従
事
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
作
業
も
先

師
の
そ
の
後
の
研
究
生
活
の
基
盤
を
培
う
も
の
と
な
っ
た
こ
と
も
言
う
ま

で
も
無
い
が
、
忘
れ
る
こ
と
の
出
来
な
い
業
績
と
言
う
ぺ
き
で
あ
ろ
う
。

又
、
勧
学
院
に
あ
っ
て
は
、
勧
学
院
同
窓
会
誌
「
性
相
」
第
十
号
（
昭
和

十
六
年
）
聖
徳
太
子
御
忌
記
念
論
文
集
『
日
本
上
代
文
化
の
研
究
』
の
編

纂
に
従
事
さ
れ
、
同
誌
第
十
一
号
特
別
号
『
法
隆
寺
聖
霊
会
』
（
昭
和
十

八
年
）
に
於
い
て
は
、
昭
和
十
六
年
四
月
勤
修
の
聖
霊
大
会
の
記
録
本
文

を
執
筆
す
る
等
活
躍
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
『
法
隆
寺
聖
霊
会
』
本
文
は
、

今
回
の
『
仏
教
学
選
集
』
巻
末
の
著
作
目
録
に
脱
落
（
目
録
を
編
墓
し
た

更
に
先
師
に
は
『
判
比
量
論
』
（
昭
和
四
十
二
年
九
月
神
田
喜
一
郎
氏

私
刊
）
、
「
賢
聖
義
略
問
答
の
研
究
』
（
昭
和
四
十
五
年
二
月
神
田
喜
一
郎

氏
私
刊
）
の
二
著
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
元
本
学
教
授
・
京
都
国
立
博
物
館

館
長
故
神
田
喜
一
郎
博
士
の
家
蔵
に
か
か
る
古
抄
本
で
あ
り
、
草
書
体
を

以
っ
て
書
写
さ
れ
た
断
簡
で
あ
る
。
前
者
は
新
羅
元
暁
の
撰
、
後
者
は
松

室
中
算
の
撰
快
し
た
も
の
で
、
い
ず
れ
も
現
在
は
散
快
し
て
全
体
の
伝
わ

ら
ぬ
も
の
で
あ
る
が
、
唯
識
教
理
史
上
重
要
な
諭
書
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

に
思
い
を
至
さ
れ
た
神
田
博
士
は
影
印
刊
行
を
企
て
ら
れ
、
先
師
に
懇
請

し
、
解
読
・
解
説
を
先
師
が
担
当
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
共
に

神
田
博
士
の
私
家
判
と
し
て
刊
行
さ
れ
市
井
に
流
布
す
る
こ
と
少
な
か
っ

た
が
、
神
田
博
士
は
先
師
の
解
説
を
「
精
到
実
に
こ
の
上
も
な
い
」
と
評

さ
れ
、
更
に
桜
部
建
氏
は
「
学
問
的
自
受
用
法
楽
を
感
ず
る
」
（
「
富
貴
原

章
信
博
士
追
悼
」
仏
教
学
セ
ミ
ナ
ー
二
十
一
号
）
と
評
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
も
先
師
の
面
影
は
壽
謹
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
先
師
は
ま
こ
と
に
学
問

を
楽
し
ん
だ
人
で
あ
っ
た
。
余
の
も
の
へ
は
眼
を
向
け
る
こ
と
無
く
、
孜

孜
と
し
て
学
問
に
取
り
組
ま
れ
た
人
で
あ
っ
た
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。

小
生
の
責
任
に
よ
る
）
し
た
の
で
特
に
一
筆
付
言
し
て
お
く
。

先
師
は
容
貌
魁
偉
と
も
表
現
す
§
へ
き
大
き
な
体
躯
に
丸
刈
り
の
頭
、
ギ

ョ
ロ
リ
と
し
た
眼
、
低
く
太
い
声
、
古
武
士
と
で
も
称
す
べ
き
風
貌
の
人

で
、
し
か
も
こ
よ
な
く
酒
を
愛
し
、
酒
豪
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
か
ら

受
け
る
印
象
と
は
裏
腹
に
心
の
暖
か
な
人
で
あ
っ
た
。
小
生
の
ご
と
き
初

学
者
の
頓
珍
漢
な
質
問
に
も
丁
寧
な
返
答
を
い
た
だ
く
こ
と
が
多
か
っ
た
。
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（
勿
論
不
勉
強
の
叱
責
は
当
然
の
ご
と
く
在
っ
た
の
で
あ
る
が
…
：
．
）

今
で
も
鮮
明
に
脳
裡
に
浮
か
ぶ
先
師
は
、
黒
板
を
背
に
し
て
、
朗
々
と

講
義
さ
れ
る
姿
で
あ
る
。
持
参
さ
れ
る
の
は
テ
キ
ス
ト
一
冊
の
み
で
あ
り

な
が
ら
、
次
有
と
示
さ
れ
る
未
釈
の
豊
富
さ
と
、
そ
の
文
章
の
多
さ
は
我

々
を
驚
か
し
、
下
根
の
機
に
は
理
解
で
き
ぬ
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
先
師

心
中
に
蔵
さ
れ
た
も
の
が
自
然
に
発
露
す
る
如
き
姿
は
講
讃
三
昧
と
で
も

言
う
今
へ
き
も
の
が
あ
っ
た
。

講
義
も
そ
の
如
く
、
論
文
の
執
筆
も
早
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
常
に
数

編
の
未
発
表
論
文
を
持
っ
て
い
ら
れ
る
と
の
噂
で
あ
っ
た
。
事
実
先
師
長

逝
後
、
ご
遺
族
及
び
ご
令
弟
山
口
恵
照
氏
よ
り
、
小
生
等
末
弟
に
先
師
自

筆
原
稿
の
整
理
を
依
頼
さ
れ
た
が
、
こ
の
中
に
は
未
発
表
原
稿
十
一
篇
が

見
出
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
こ
れ
ら
は
先
師
晩
年
に
意
を
注
が
れ

た
仏
性
に
つ
い
て
の
統
一
的
主
題
の
も
と
に
書
か
れ
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

発
表
を
期
し
て
推
敲
さ
れ
、
組
版
の
指
示
ま
で
し
て
あ
る
の
で
あ
っ
た
。

我
々
は
こ
れ
ら
を
見
て
、
未
発
表
の
論
文
を
公
刊
す
る
こ
と
、
先
師
の
業

績
が
ま
と
ま
っ
た
形
で
残
る
こ
と
等
を
目
標
に
し
、
こ
れ
に
戦
前
の
刊
行

と
も
あ
れ
、
今
回
の
選
集
完
結
に
よ
り
先
師
の
業
績
の
ほ
と
ん
ど
が
公

刊
さ
れ
た
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
著
書
を
通
覧
す
る
時
、
後
学
の
者
が

蒙
る
こ
と
と
な
っ
た
先
師
の
学
恩
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
と
言
う

べ
き
で
あ
ろ
う
。
ひ
た
す
ら
師
恩
に
謝
す
る
の
他
は
無
い
。

で
あ
り
入
手
至
難
と
な
っ
て
幻
の
名
著
と
も
言
わ
れ
た
『
日
本
唯
識
思
想

史
」
の
覆
刻
を
加
え
て
『
富
貴
原
章
信
博
士
仏
教
学
選
集
」
全
三
巻
と
す

る
計
画
を
立
て
、
昭
和
五
十
六
年
結
城
令
聞
京
都
女
子
大
学
元
学
長
、
横

超
慧
日
本
学
名
誉
教
授
、
桜
部
建
教
授
（
当
時
）
等
先
師
有
縁
の
諸
先
生

に
発
起
人
と
な
っ
て
い
た
だ
き
、
選
集
刊
行
会
を
組
織
し
て
刊
行
に
着
手

し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
東
京
国
書
刊
行
会
の
快
諾
を
得
て
選
集
刊
行

は
こ
の
ほ
ど
無
事
完
結
し
た
の
で
あ
る
が
、
刊
行
企
画
以
降
思
わ
ぬ
年
月

を
要
し
た
の
は
、
選
集
刊
行
会
事
務
を
担
当
し
た
小
生
の
責
任
で
あ
っ
た
。

泉
下
の
先
師
及
び
刊
行
会
発
起
人
を
お
引
き
受
け
い
た
だ
い
た
諸
先
生
に

お
詑
び
申
し
あ
げ
、
ご
寛
恕
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。
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